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訪日外国人数（万人） 1,000 1,341 2,000 3,000
増分 － 129％ 149％ 150％
市場規模（億円） 14,167 20,278 30,214 45,321
ホテル業（億円） 4,633 6,099 9,086 13,631
小売業（億円） 4,760 7,146 10,648 15,971
飲食業（億円） 2,904 4,311 6,424 9,635














































Ｈ22 Ｈ26 伸び率 Ｈ22 Ｈ26 伸び率
卸売業・小売業 16516 22774 138％ 62812 91552 146％
宿泊業・飲食サービス業 13690 19145 140％ 72289 91547 127％
対象業種計 30206 41919 139％ 135101 183099 136％













































































































































































































意 見 の 調
整・交渉・
説得 など
セ ル フ ア






































































































































































































① ②－１ ②－２ ③－１ ③－２ ④ ⑤ ⑥
外国人旅行者へのもてなし方 ○ ○ ◎ ○ ○おもてなし ○ゲスト対応
コミュニケーション ○ ○ ○おもてなし接客 ○
コンプライアンス ○ ○ ○免税制度 ○
リスクマネジメント ○ ○























インバウンド観光 △ △ ○
マーケティングの基礎と実践 △ ◎ ○





























































































































































































11 PROGテスト（Progress Report On Generic Skills）は、河合塾と株式会社リアセックが開発した、ジェネ
リックスキル（あらゆる職業を超えて活用・移転可能なスキル）を測定するテストである。PROGテ
ストでは、ジェネリックスキルを「リテラシー」と「コンピテンシー」の両面から測定する。「リテラ
シー」とは、「知識を活用して問題解決する力」であり、「コンピテンシー」とは、「経験を積むことで
身に付いた行動特性」である。今回のインバウンド観光モデル調査では、コンピテンシーテストのみ
を活用した。
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